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＜連絡事項＞
・家族連絡について
家族へ連絡した際は必ず通話記録に記載するようにお願いします。
＜患者様連絡事項＞
・千葉　隆夫様～ナパゲルン軟膏1本処方となる。
・河原木　泰志様～妹様より架電あり、自宅ではなく携帯に連絡してほしいとの事。
・藤井　孝蔵様～日赤へ受診され右下腿の褥瘡は経過良好であるため、月一回の
　　　　　　　　他科受診となり次回11/26受診予定。
・中居　敬悦様～弟様より11/4退院希望あり。今後についてはヘルパー(毎週金曜日)
　　　　　　　　あおぞらクリニックの訪問看護(毎週月曜日)利用する予定。
　　　　　　　　退院後、11/8あおぞらクリニック受診。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・藤井　崇史様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつ開放観察実施。開放後、すぐに喫煙要求あり、対応。対面時表情は硬いが、妄想発言や不穏・他者トラブルは無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放後、すぐに来詰し「スイッチ、オーン。」と詰所の電気スイッチを指差しながら訴えあり、ホールの電気を点灯すると訴えは治まる。その後、汚した毛布を持参し「きたない。」と頻回に訴えている。毛布は預かり、洗濯に出している。以後は終了時間まで奇声上げながら、ホール内を徘徊している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
・和田　昌様～終日隔離中。各食全量～1/4摂取。服薬拒否無し。バイタルサイン異常は無い。食事以外は臥床し過ごす事多い。引き続き精神症状と身体症状の観察を行うとともに、感染対策を徹底し早期に状態が改善出来るように看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・鹿原　博夫様～体温36.2～38.0℃、他バイタル異常無し。瘻孔部からの血性の排膿は持続。倦怠感あり、疼痛の訴え聞かれている。
・夏坂　浩美様～体温36.1～38.5℃で経過、クーリングにて対応している。
食事は自力で全量摂取されている。
・神田　直樹様～多弁さ・他者への干渉は持続も他者と大きなトラブルになる事は無く、余暇はホールで書き物をして過ごす。
・袴田　将志様～表情の硬さはあるが、妄想発言や過度な飲水行動は無く経過。
